様式国1
国の戦略的研究募集区分　提案書（表紙）

※　事務局記入欄：受付日　　  年　  月　  日
受付番号：　　　　　　　
2018年度
「きぼう」利用フィジビリティスタディテーマ募集
（国の戦略的研究募集区分）

提案書

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構

　有人宇宙技術部門
　きぼう利用センター長　殿
所属機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所属組織長
部署　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　フリガナ

役職名・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
研究代表者
部署　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　フリガナ
役職名・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
2018年度「きぼう」利用フィジビリティスタディテーマ募集（国の戦略的研究募集区分）に下記のテーマを提案します。

●　テーマ名(和文)：
テーマ名(英文)：
●　キーワード：

募集案内を確認の上、応募します。　□（チェック）
研 究 体 制

1.研究代表者
	所属機関・部署
	

	住所
	〒

	電話
	
	FAX
	

	研究代表者
	フリガナ

氏名
	役職
	e-mail

	
	研究項目：
	ｴﾌｫｰﾄ　　 %

	
	分担内容：


2.研究分担者
	所属機関・部署
	

	住所
	〒

	電話
	
	FAX
	

	研究分担者

1
	フリガナ

氏名
	役職
	e-mail

	
	研究項目：
	ｴﾌｫｰﾄ　　 %

	
	分担内容：

	研究分担者

2
	フリガナ

氏名
	役職
	e-mail

	
	研究項目：
	ｴﾌｫｰﾄ　　 %

	
	分担内容：

	研究分担者

3
	フリガナ

氏名
	役職
	e-mail

	
	研究項目：
	ｴﾌｫｰﾄ　　 %

	
	分担内容：

	研究分担者

4
	フリガナ

氏名
	役職
	e-mail

	
	研究項目：
	ｴﾌｫｰﾄ　　 %

	
	分担内容：

	研究分担者

5
	フリガナ

氏名
	役職
	e-mail

	
	研究項目：
	ｴﾌｫｰﾄ　　 %

	
	分担内容：


提 案 内 容

1. 提案実験の概要
1.1 概要(400字以内)

1.2 「きぼう」での宇宙実験の成果が国の戦略的な研究の成果につながり、産業の発展や社会貢献等、国民への還元にどのように寄与するのか(成果活用)の見通し・ビジョン（200字以内。6.項の要約）

1.3 宇宙飛行士を被験者とする実験の場合、必要とするN数（1つのみにチェック）
□ 1～2名　　　　□ 3名～4名　　　　□ 5名～6名
2. 目的・内容
2.1 宇宙実験の目的

2.2 JAXA募集対象領域との整合性
2.3 背景・国内外の関連研究の現状

2.4 革新性・斬新性・独創性
2.5 宇宙で実験する必然性

3. 既に国の競争的資金制度等に採択されている研究の計画変更により、「きぼう」での実験を研究計画に取り込む場合（それ以外の方は4.に進んでください）

3.1当該競争的資金制度等の情報（競争的資金等の名称、担当府省庁・機関、研究課題名、代表研究者、研究期間、配分額等）

3.2 採択されている研究の概要（審査対象外）

3.3 その研究の中での宇宙実験の位置付け

3.4 宇宙実験を実施しないことによる損失

4. FS選定後に国の競争的資金制度等に「きぼう」での宇宙実験を含めた研究を新たに申請する場合（3.項を記入した方は5.項に進んでください）

4.1想定している国の競争的資金制度等の情報（競争的資金等の名称、担当府省庁・機関、研究期間、資金規模等）

4.2 申請を想定している研究の概要
4.3 その研究の中での宇宙実験の位置付け

4.4 宇宙実験を実施しないことによる損失

5. 期待される成果、実験結果のアウトプット想定（宇宙実験で何を答えとして目指したいか）
6.「きぼう」での宇宙実験の成果が国の戦略的な研究の成果にどのようにつながり、産業の発展や社会貢献等、国民への還元にどのように寄与するのか(成果活用)の見通し・ビジョン
7. 選考過程において参考となる提案のもとになる過去の技術・実績等に関連する文献（1,2件程度）
8. 宇宙実験の内容（以下は、提案時点で記入できる範囲で記入下さい。）
8.1宇宙実験で必要な試料数量、実験条件等

○各分野共通

	1
	実験期間
	日間

	2
	実験温度
	打ち上げ
	℃
	

	
	
	軌道上実験
	℃
	

	
	
	軌道上保管（実験前）
	℃
	

	
	
	軌道上保管（実験後）
	℃
	

	
	
	回収時
	℃
	

	3
	実験試料
	

	4
	装置等
	利用希望装置
	□ 小動物飼育装置

□ 細胞培養装置（CBEF）／□ 細胞培養装置追加実験エリア（CBEF-L）（2019年度以降利用可能となる見込み）
□ 生物実験ユニット（BEU）

□ 細胞培養ユニット（CEU）、□ 植物実験ユニット（PEU）、
□ 計測ユニット（MEU）

□ 多目的実験ラック(MSPR)

□ 受動・積算型宇宙放射線被ばく線量計測（PADLES）

□ パーティクルカウンタ

□ 宇宙医学実験支援システム（Onboard Diagnostic Kit）

□ 顕微鏡観察システム（Microscope Observation System）
　　□ 蛍光顕微鏡、□ 共焦点顕微鏡（2020年度以降利用可能となる見込み）
□ 溶液結晶化観察装置(SCOF)

□ タンパク質結晶生成装置(PCRF)
□ 微小重力計測装置（MMA）

□ 発光を利用したマウス遺伝子機能解析装置（2020年度以降利用可能となる見込み。）
□ 画像取得処理装置（IPU）
□ 軌道上冷凍・冷蔵庫

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	
	
	

	
	
	固有の装置・供試体
	

	
	
	
	

	5
	重量
	打ち上げ時
	
	

	
	
	回収時
	
	


○宇宙飛行士を被験者とする有人研究
	
	実験試料
	Pre BDC※1
	打上
	飛行中
（試料保管を含む）
	回収
	Post BDC※1

	1
	環境条件、運用条件
	実施時期
	　
	　
	
	
	
	

	
	
	温度
	　
	　
	
	
	
	

	
	
	重量
	　
	　
	
	
	
	

	
	
	クルータイム・BDC時間
	　
	　
	
	
	
	

	
	
	実験試料・被験者数
	　
	　
	
	
	
	　
　

	
	
	その他
	　
	　
	
	
	
	　

	2
	軌道上の装置、ソフトウェア等
	搭載装置・供試体
（改修の有無を識別）
	

	
	
	固有の装置・供試体
	

	
	BDCの装置、ソフトウェア等
	装置
（改修の有無を識別）
	

	
	
	備品・消耗品
	


※1 Baseline Crew Data Collection(打上前後の地上でのデータ取得実験)。PreBDC:打ち上げ前のBDC。PostBDC:帰還後のBDC
8.2宇宙実験の手順

8.3宇宙実験データの処理

8.4宇宙実験で使用する提案試料の情報【発光を利用したマウス遺伝子機能解析装置を利用する提案に該当する場合のみ記載ください】
8.4.1　試料について

（1）使用する光る試料（細胞やマウス）の権利者と提案者の関係
（2）試料作出に関連する文献（1,2件程度）
（3）試料（マウス）の系統名、解析に使用する週齢（例：8週齢から16週齢）

（4）試料（細胞やマウス）の海外（米国）への輸出に対する課題の有無

8.4.2　試料の打ち上げ前準備について
（＊日本で準備した試料（細胞やマウス）を射場（米国）へ輸出し、そこで打上げ前準備を行います。なお、マウスは射場で繁殖はできません）

（1）試料（細胞やマウス）の準備にかかり、発光量等でスクリーニングをかける必要などがあるか？（例：ホモ維持している個体だが、光らない個体が一定数存在する。など） 

（2）試料（細胞）の維持/準備/培養にかかり、米国で使用不可/入手困難な薬品等が必要ではないか？
（3）試料（マウス）の場合、繁殖が容易であるか？（例：ホモ維持されており、繁殖は容易。特殊な掛け合わせが必要なため高度な維持管理が必要。飼育は一般飼育レベルのSPF維持で問題ない。など）

8.4.3　軌道上（宇宙）測定について
（＊軌道上での想定作業や開発機器スペックについては一般募集区分募集案内の別紙をご参照ください）

（1）別紙に示す想定作業フローや開発機器スペック等で実験目的が達成可能か？（例：腹腔投与麻酔、腹腔基質投与で実施可能か？）
（2）解析の必要匹数の設定とその根拠について（例：発表論文でのn数など）
（3）他実験との同時実施のため、n数が少なくなり、例えば無重力群3匹であった場合の解析可否について、論文報告に必要な最低限の匹数についてその理由とともに記載ください。
（4）軌道上での必要測定回数、測定タイミング
（5）ターゲット遺伝子や細胞の発光にかかる基質投与後の有効時間（発光が維持される時間）の厳格性について（宇宙実験では分単位の厳格な測定は困難です）
（6）測定時及び測定後の試料に対するケア（保温、モニタなど）が必要かどうか？
（7）測定終了後、軌道上で安楽死をさせ、凍結保存状態等での帰還で実験目的が達成可能か？
8.4.4　帰還後測定について

（1）生存帰還の場合、回収場で帰還後に軌道上と同様な機器を用い測定する必要があるか？
9. 過去に宇宙実験を実施したことがある場合※2の本提案との関連性
※2現在宇宙実験を実施中、またはJAXAと宇宙実験の準備を実施中の場合も含む。また、研究代表者の場合だけでなく研究分担者として関わっている場合も含む

1□　過去に実施した宇宙実験とは関連性がない（今回は全く新しい提案である。）

2□　過去に実施した宇宙実験と関連性がある。
上記で２の「関連性がある」を選択された方は、以下をご記入ください。

(1)　該当するテーマのテーマ名及び研究代表者名： 
(2)　過去に実施した宇宙実験との関連性や違い(発展性)
●　アンケート（選考とは関係ありません）

(1) 本募集を何で知りましたか？

□「JAXAきぼう利用募集係do-not-reply @sci.scientific-direct.net」からの電子メール（JAXAがクラリベイト・アナリティクス・ジャパン（株）提供のサービスを利用して配信）
□ JAXAのHP或いは電子メール等
□ 日本宇宙フォーラム(JSF)のHP或いは電子メール等
□ 上記以外の国立研究開発法人からの電子メール（法人名：　　　　　　　　）

□ 関連学会のHP或いは電子メール（学会名：　　　　　　　　）

□ 所属機関事務からの案内

□ 知人からの紹介

□ その他（　　　　　　　　　　）
(2) 過去の応募実績

□ 今回が初めての応募である。

□ 応募実績がある。（□宇宙実験、　□公募地上研究）
生 命 倫 理 お よ び 安 全 面 へ の 配 慮

□ヒト（ヒト又はヒト由来試料）を対象とする研究

　　所属機関倫理審査委員会等の有無　　　　□有　　□無

□動物実験（脊椎動物）を対象とする研究

　　所属機関動物実験委員会等の有無　　　　□有　　□無

□どちらにも該当しない

【生命倫理および安全面への配慮】

経 歴 お よ び 業 績 等

＜□研究代表者　　□研究分担者（　　）＞
（研究者毎に作成）
1.経歴

 (1) 氏名(フリガナ)

 (2) 所属機関および役職名

 (3) 年齢（2018年9月29日時点）

 (4) 学　位

・授与機関名

・学位名

・取得年

 (5) 研究経歴

 (6) 専門分野

2. 発表論文名/著書名

3. 関連する取得特許

4. 関連する競争的資金制度での採択実績（競争的資金・補助金等の名称、担当府省・機関、研究課題名、代表研究者名、研究期間、総予算、各年予算）
　　年　　月　　日

2018年度「きぼう」利用　フィジビリティスタディテーマ募集

（国の戦略的研究募集区分）

研究分担者承諾書

研究代表者所属機関名：

研究代表者役職名：

研究代表者氏名：

テーマ名：

標記テーマの研究分担者となることを承諾します。

研究分担者所属機関名

役職名・研究分担者氏名　　　　　　　　　　　　印

“2018 Research Solicitation for Feasibility Study of Science Research utilizing the Japanese Experiment Module "Kibo"”

Notice of Consent of Co-Investigator
Applicant Organization：

Name  ：

Position   ：

Complete Title of Project ：
I agree to participate in the project mentioned above as a Co-Investigator. (For foreigner)

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　Co-Investigators　(*1)
Co-Investigator’s Organization　

　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                   

　　　　　　　　　　　　　　　　　Name ; Position

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　

                                  Signature (in ink)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

Co-Investigator’s Organization   

　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                   

　　　　　　　　　　　　　　　　　Name ; Position

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  　　　　　　　　　　　　　　　　Signature (in ink)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　
Co-Investigator’s Organization   

　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                    

　　　　　　　　　　　　　　　　　Name ; Position 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 

                                  Signature (in ink)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　 

*1 ：Co-Investigators shall belong to organizations and always be available to participate in the project. 

*2：When all Co-Investigator’s  signatures can not be prepared in this form, please submit this document separately for remaining Co-Investigator.

2

